
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

成果 公園や緑地が充実していると思う市民の割合（％） ― 72.3 ― 80.0 80.0
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 85,190 41,958 48,114 48,323 合計 48,114,496 円
報償費 1,267,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 需用費 1,115,067 円
役務費 963,000 円

一般財源 85,190 41,958 48,114 48,313 委託料 32,306,670 円
使用料及び賃借料

職員人件費　② 2,079 2,203 4,845 7,007 12,462,759 円

総事業費（①＋②） 87,269 44,161 52,959 55,330

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 都市環境

基本施策 公

令

園緑地・緑化
施策体系

和

施策の内容 公園の整備

３

・改善

目
　
　
　
的

　児

年

童遊園内の施設の維持

度

管理を行い、利用

主
た

評

る
内
容

　児童遊園内の

価

施設点検、樹木選定、

）

清掃、
者の安全性の確

刈

保と快適性の維持を図

谷

る。 便槽保守管理業務

市

を行う。

位
置
づ
け

関連

事

計画

根拠法令 児童福祉

務

法、刈谷市児童遊園条

事

例

対象者 市民 事業期間

業

～

実施方法 ■直営　■

評

委託　□指定管理　□

価

補助・助成　□その他

シート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

計

績

元年度実績 ２年度実

名

績 ３年度実績 ４年度計

担

画

・市内の児童遊園等

当

を2区域に・市内の児

部

童遊園等を2区域に・

都

市内の児童遊園等を2

市

区域に・市内の児童遊

政

園等を2区域に
　分け

策

て、園内清掃、樹木の

部

　分けて、園内清掃、

一

樹木の 　分けて、園内

般

清掃、樹木の 　分けて

会

、園内清掃、樹木の
　

計

剪定、除草、便所清掃

児

、巡 　剪定、除草、便

童

所清掃、巡 　剪定、除

遊

草、便所清掃、巡 　剪

園

定、除草、便所清掃、

管

巡
　視点検を年間管理

理

委託にて 　視点検を年

事

間管理委託にて 　視点

業

検を年間管理委託にて

担

　視点検を年間管理委

当

託にて
　実施した。 　

課

実施した。 　実施した

公

。 　実施予定。
・奥町

園

屋児童遊園土地購入 ・

緑

便所日常点検清掃を週

地

3回へ
　　　　　　　

課

　　　1,245㎡ 　

款

拡充した。
・便所定期

項

清掃を年4回へ拡充
　

目

した。

・児童遊園等の

担

維持管理を年間委託で

当

行い、良好な状態を維

係

持した。

成果
・異常箇

管

所の早期発見、早期対

理

応を行った。

・便所清

係

掃を拡充し、きれいで

3

快適な状況を維持する

2

ことができた。

・管理

1

施設数が多く、より質の高い管理方法について工夫が必要である。

課題

指標名称（単位）



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　良好な景観の形成や、

令

快適で安全な遊び場、

和

健康づくり
・法的業務

４

高い
の場、憩いの場を

年

利用者に提供するため

度

に、必要性の高い
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

令

需要 事業である。
・市

和

民生活上必要である　

３

など

　管理業務委託に

年

ついて、長期継続契約

度

を締結して経費縮
・コ

評

ストの節減、費用対効

価

果
普通

減を図ったり、

）

単年度に経費が集中し

刈

ないように、内容に
効

谷

率性 ・執行体制の効率

市

性 よっては中長期的な

事

計画を作成するなど、

務

計画的な予算執
・手段

事

の最適性　など 行が必

業

要である。

　園内清掃

評

や樹木剪定、遊具・浄

価

化槽の点検･管理は、

シ

景観
・市が主体となっ

ー

て実施する
高い

や遊園

ト

機能、安全性等を向上

（

させる事業であり、市

様

の主体
妥当性 　べき事

式

業であるか 的な関与が

２

必要である。
・総合計

）

画との整合性　など

　

会

遊園施設の整備や遊園

計

機能を充実させ、市民

名

が安心・安

施策への ・

担

施策への貢献度
高い

全

当

に利用できる場を提供

部

することで、市民サー

都

ビスの向上
・目標達成

市

度 に寄与している。
貢

政

献度 ・市民サービスへ

策

の効果　など

今後の方

部

向性 □拡充　■現状維

一

持　□改善・効率化　

般

□縮小　□終期設定　

会

□休止・廃止

　今後も

計

遊具や樹木等の公園施

児

設の日常点検や定期点

童

検を確実に実施し、利

遊

用者の安心安全の確保

園

を徹底するととも
に公

管

園の景観や防犯にも配

理

慮した適切な維持管理

事

を行う。

業
担当

Ｃ

課

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

公

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

園

∨

緑地課

款 項 目 担当係 管理係

3 2 1



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 114,686 118,975 118,855 120,069 合計 118,855,000 円
役務費 4,950,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 113,905,000 円

一般財源 114,686 118,975 118,855 120,069

職員人件費　② 2,850 2,576 2,006 4,356

総事業費（①＋②） 117,536 121,551 120,861 124,425

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 緑地・緑

３

道の整備

目
　
　
　
的

　

年

街路樹、街園の維持管

度

理を行い、都市景観

主

評

た
る
内
容

　街路樹、街

価

園の清掃、除草、剪定

）

、病害虫
の維持を図る

刈

。 駆除等の管理業務を

谷

行う。

位
置
づ
け

関連計

市

画 第2次緑の基本計画

事

根拠法令 道路法

対象者

務

市民 事業期間 ～

実施方

事

法 ■直営　■委託　□

業

指定管理　□補助・助

評

成　□その他

価シート （様式１

Ｂ
　

）

事
　
業
　
実
　
績

元年度

会

実績 ２年度実績 ３年度

計

実績 ４年度計画

市内の

名

街路樹、街園を5区域

担

に市内の街路樹、街園

当

を5区域に市内の街路

部

樹、街園を5区域に市

都

内の街路樹、街園を5

市

区域に
わけ、維持管理

政

を年間管理委 わけ、維

策

持管理を年間管理委 わ

部

け、維持管理を年間管

一

理委 わけ、維持管理を

般

年間管理委
託にて実施

会

した。 託にて実施した

計

。 託にて実施した。 託

街

にて実施予定。
・便所

路

日常点検清掃を週3回

樹

へ
　拡充した。
・便所

街

定期清掃を年4回へ拡

園

充
　した。

・樹木剪定

管

や草刈を行い、良好な

理

街路樹管理を実施した

事

。

成果
・便所清掃を拡

業

充し、きれいで快適な

担

状況を維持することが

当

できた。

・既存樹木の

課

成長に伴い、剪定の必

公

要性が増加しており、

園

管理方法に工夫が必要

緑

である。

・道路上での

地

作業であり、道路利用

課

者や作業員の安全確保

款

が必要である。
課題

指

項

標名称（単位）
実績値

目

目標値

元年度 ２年度 ３

担

年度 ４年度 ６年度

成果

当

緑や自然を身近に感じ

係

ることができると思う

管

市民の ― 67.3 ― 7

理

0.0 70.0
指標 割

係

合（％）
 

指標
 

他市

8

との
比較検証

4 3



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　良好な景観や市街地

令

緑化を形成・維持する

和

ために必要性
・法的業

４

務
高い

の高い事業であ

年

る。
必要性 ・市民ニー

度

ズ、社会需要
・市民生

（

活上必要である　など

令

　年間業務委託を締結

和

し、コストの節減、樹

３

木の計画的な
・コスト

年

の節減、費用対効果
普

度

通
維持管理

効率性 ・執

評

行体制の効率性
・手段

価

の最適性　など

　樹木

）

剪定や植栽巡視、清掃

刈

は、街路樹・街園機能

谷

や安全
・市が主体とな

市

って実施する
高い

性を

事

確保するもので、市が

務

主体的に実施するべき

事

事業であ
妥当性 　べき

業

事業であるか る。
・総

評

合計画との整合性　な

価

ど

　街路樹・街園の整

シ

備や機能を充実させ、

ー

市民が安心・安

施策へ

ト

の ・施策への貢献度
高

（

い
全に利用できる場を

様

提供することで、市民

式

サービスの向上
・目標

２

達成度 に寄与している

）

。
貢献度 ・市民サービ

会

スへの効果　など

今後

計

の方向性 □拡充　■現

名

状維持　□改善・効率

担

化　□縮小　□終期設

当

定　□休止・廃止

　良

部

好な景観の形成や通行

都

における視認性の確保

市

のため、定期的な植栽

政

巡視や随時剪定等行い

策

、継続した維持管理に

部

努める。

一般会

Ｃ

計

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

街

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

路

∨

樹街園管理事業
担当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 管理係

8 4 3



せた樹木管理を行う必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

成果 公園や緑地が充実していると思う市民の割合（％） ― 72.3 ― 80.0 80.0
指標

指標
 

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 384,044 501,288 581,155 609,484 合計 581,155,355 円
報償費 6,431,500 円

財
　
源

特定財源 9,813 8,654 4,126 8,395 需用費 16,606,551 円
役務費 9,353,518 円

一般財源 374,231 492,634 577,029 601,089 委託料 386,122,966 円
使用料及び賃借料

職員人件費　② 5,006 4,666 10,788 14,204 32,509,708 円
原材料費 665,676 円

総事業費（①＋②） 389,050 505,954 591,943 623,688 公有財産購入費
128,695,776 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称 備品購入費 734

Ｄ

,360 円
公課費 3

　

5,300 円

３年度

　

までの累積事業費 0 公

　

園使用料、行政財産目

Ｏ

的外
使用料、土地建物

　

貸付収入、

５年度以降

　

の事業費見込 0 光熱水

∧

費実費徴収金

　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 公園の整

３

備・改善

目
　
　
　
的

　

年

公園施設の維持管理を

度

行い、利用者の安全

主

評

た
る
内
容

　公園内の施

価

設点検、樹木剪定、清

）

掃、便槽
性の確保と快

刈

適性の維持を図る。 保

谷

守管理業務を行う。

位

市

置
づ
け

関連計画  

根拠

事

法令 都市公園法、刈谷

務

市都市公園条例

対象者

事

市民 事業期間 ～

実施方

業

法 ■直営　■委託　□

評

指定管理　□補助・助

価

成　□その他

シート （様式１）

Ｂ
　

会

事
　
業
　
実
　
績

元年度

計

実績 ２年度実績 ３年度

名

実績 ４年度計画

・市内

担

の公園等を11区域に

当

分 ・市内の公園等を1

部

1区域に分 ・市内の公

都

園等を11区域に分 ・

市

市内の公園等を11区

政

域に分
　け、園内清掃

策

、樹木の剪定､　け、

部

園内清掃、樹木の剪定

一

､　け、園内清掃、樹

般

木の剪定､　け、園内

会

清掃、樹木の剪定､
　

計

除草、便所清掃、巡視

公

点検 　除草、便所清掃

園

、巡視点検 　除草、便

管

所清掃、巡視点検 　除

理

草、便所清掃、巡視点

事

検
　を年間管理委託に

業

て実施し 　を年間管理

担

委託にて実施し 　を年

当

間管理委託にて実施し

課

　を年間管理委託にて

公

実施。
　た。 　た。 　

園

た。
・田地池広場土地

緑

購入　935㎡・便所

地

日常点検清掃を週3回

課

へ
　拡充した。
・便所

款

定期清掃を年4回へ拡

項

充
　した。

・公園等の

目

維持管理を年間委託で

担

行い、良好な状態を維

当

持した。

成果
・異常箇

係

所の早期発見、早期対

管

応を行った。

・便所清

理

掃を拡充し、きれいで

係

快適な状況を維持する

8

ことができた。

・管理

4

施設数が多く、より質

5

の高い管理を実施する

業

には工夫が必要である

務

。

・既存樹木の成長に

係

より、巨木化、老木化や過密化が進んでおり、各公園の状況にあわ



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　施設の維持管理は、

令

必要不可欠な事業であ

和

る。
・法的業務

高い必

４

要性 ・市民ニーズ、社

年

会需要
・市民生活上必

度

要である　など

　管理

（

業務委託は3年間の長

令

期継続契約により、管

和

理コスト
・コストの節

３

減、費用対効果
普通

の

年

削減及び契約事務の効

度

率化を図っている。
効

評

率性 ・執行体制の効率

価

性
・手段の最適性　な

）

ど

　市民が安全に利用

刈

できるように適性な維

谷

持管理を行うこ
・市が

市

主体となって実施する

事

高い
とは、公園管理者

務

である市が主体となっ

事

て実施すべきであ
妥当

業

性 　べき事業であるか

評

る。また、総合計画に

価

位置づけられた事業で

シ

ある。
・総合計画との

ー

整合性　など

　適正な

ト

管理により、市民が安

（

心・安全に利用できる

様

場を

施策への ・施策へ

式

の貢献度
高い

提供する

２

ことで、市民サービス

）

の向上に寄与している

会

。
・目標達成度

貢献度

計

・市民サービスへの効

名

果　など

今後の方向性

担

□拡充　■現状維持　

当

□改善・効率化　□縮

部

小　□終期設定　□休

都

止・廃止

　今後も遊具

市

や樹木等の公園施設の

政

日常点検や定期点検を

策

確実に実施し、利用者

部

の安心安全の確保を徹

一

底するととも
に公園の

般

景観や防犯にも配慮し

会

た適切な維持管理を行

計

う。

公園管

Ｃ
 
　

理

Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ

事

 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

業
担当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 管理係

8 4 5 業務係



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 25,415 26,669 84,142 61,010 合計 84,141,805 円
需用費 17,427,905 円

財
　
源

特定財源 0 0 63 0 工事請負費 66,713,900 円

一般財源 25,415 26,669 84,079 61,010

職員人件費　② 3,081 2,800 3,596 3,977

総事業費（①＋②） 28,496 29,469 87,738 64,987

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 損害賠償金

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　
Ｌ

４

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 都

（

市環境

基本施策 公園緑

令

地・緑化
施策体系

施策

和

の内容 公園の整備・改

３

善

目
　
　
　
的

　老朽化

年

や破損した施設の維持

度

補修により、

主
た
る
内

評

容

　劣化等により不具

価

合が生じた公園内の施

）

設
公園利用者の安全性

刈

及び快適性の維持向上

谷

を 全般（遊具、フェン

市

ス等）の修繕及び補修

事

を
図る。 行う。

位
置
づ

務

け

関連計画  

根拠法令

事

都市公園法、刈谷市都

業

市公園条例

対象者 市民

評

事業期間 ～

実施方法 ■

価

直営　■委託　□指定

シ

管理　□補助・助成　

ー

□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　

名

業
　
実
　
績

元年度実績

担

２年度実績 ３年度実績

当

４年度計画

・じない公

部

園他キャラクター ・大

都

日公園他キャラクター

市

・さくら公園他キャラ

政

クター ・洲原公園園路

策

舗装補修
  トイレ塗

部

装修繕   トイレ塗装

一

修繕   トイレ塗装修

般

繕 ・総合運動公園駐車

会

場区画線
・総合運動公

計

園園路舗装修繕 ・逢妻

公

川桜づつみ樹木植替 ・

園

ミササガパーク芝桜・

補

バラ 　塗替、ミストポ

修

ンプ取替
　他 ・森前公

事

園樹木植替 　植替、四

業

阿補修 ・逢妻川桜づつ

担

み第1駐車場
　他 ・洲

当

原公園第二駐車場区画

課

線 　舗装補修
　塗替 ・

公

亀城公園禽舎屋根補修

園

　他 　他

・公園施設の

緑

修繕等を実施し、利用

地

者の安全性を確保した

課

。

成果
・ミササガパー

款

クの芝桜とバラの植替

項

えを行い、公園の魅力

目

と快適性の向上を図る

担

ことができた。

・老朽

当

化が進んでる施設が増

係

加しており、計画的な

管

修繕を行う必要がある

理

。

課題

指標名称（単位

係

）
実績値 目標値

元年度

8

２年度 ３年度 ４年度 ６

4

年度

成果 公園や緑地が

5

充実していると思う市民の割合（％） ― 72.3 ― 80.0 80.0
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　快適で安全な遊び場、健康

令

づくりの場、憩いの場

和

を利用
・法的業務

高い

４

者に提供するために、

年

必要性の高い事業であ

度

る。
必要性 ・市民ニー

（

ズ、社会需要
・市民生

令

活上必要である　など

和

　単年度に経費が集中

３

しないように、内容に

年

よっては中長
・コスト

度

の節減、費用対効果
普

評

通
期的な計画を作成す

価

るなどの、計画的な予

）

算執行が必要で
効率性

刈

・執行体制の効率性 あ

谷

る。
・手段の最適性　

市

など

　遊具やフェンス

事

、ベンチ等公園内の施

務

設の補修は、公園
・市

事

が主体となって実施す

業

る
高い

機能や安全性等

評

を向上させる事業であ

価

り、市の主体的な関
妥

シ

当性 　べき事業である

ー

か 与が必要である。
・

ト

総合計画との整合性　

（

など

　公園施設の整備

様

や公園機能を充実させ

式

、市民が安心・安

施策

２

への ・施策への貢献度

）

高い
全に利用できる場

会

を提供することで、市

計

民サービスの向上
・目

名

標達成度 に寄与してい

担

る。
貢献度 ・市民サー

当

ビスへの効果　など

今

部

後の方向性 □拡充　■

都

現状維持　□改善・効

市

率化　□縮小　□終期

政

設定　□休止・廃止

　

策

今後も遊具や樹木等の

部

公園施設の日常点検や

一

定期点検で発見した不

般

具合について、維持修

会

繕を行い、利用者の安

計

心
安全の確保を徹底す

公

る。

園補修

Ｃ
 
　

事

Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ

業

 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

担当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 管理係

8 4 5



円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 29,795 62,554 33,781 125,129 合計 33,781,000 円
工事請負費 33,781,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 66,229

一般財源 29,795 62,554 33,781 58,900

職員人件費　② 1,925 2,800 3,975 3,220

総事業費（①＋②） 31,720 65,354 37,756 128,349

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 都市環境

基本施策 公

令

園緑地・緑化
施策体系

和

施策の内容 公園の整備

３

・改善

目
　
　
　
的

　市

年

民に親しまれ、憩いの

度

場となる公園とす

主
た

評

る
内
容

　公園内の老朽

価

化した施設の改修をす

）

るとと
るため公園内の

刈

施設の充実を図る。 も

谷

に、新規施設を設置す

市

る。

位
置
づ
け

関連計画

事

 

根拠法令 都市公園法

務

対象者 市民 事業期間 ～

事

実施方法 ■直営　■委

業

託　□指定管理　□補

評

助・助成　□その他

価シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

会

元年度実績 ２年度実績

計

３年度実績 ４年度計画

名

・幸公園広場改修 ・洲

担

原テニスコート改修 ・

当

金山広場グラウンド改

部

修 ・狩野公園テニスコ

都

ート
・一色公園広場改

市

修 ・総合運動公園トイ

政

レ改修 ・猿渡公園調整

策

池舗装 　ナイター照明

部

取替
・時ケ堀公園防球

一

ネット設置 ・狩野公園

般

四阿改修 ・いずみ公園

会

防球ネット設置 ・石仏

計

公園防護柵設置
・西中

公

根公園防球ネット設置

園

・森下公園防球ネット

施

設置 ・友好の森園内灯

設

設置
　他 　他 ・森前公

設

園広場改修
  他
（Ｒ

置

3繰越分）
・青山公園

事

他シェルター設置

・公

業

園施設の新設及び改修

担

により、公園利用者の

当

安全性、利便性が向上

課

した。

成果

・公園利用

公

が多様化しており、そ

園

の対応が必要である。

緑

課題

指標名称（単位）

地

実績値 目標値

元年度 ２

課

年度 ３年度 ４年度 ６年

款

度

成果 公園や緑地が充

項

実していると思う市民

目

の割合（％） ― 72.

担

3 ― 80.0 80.0

当

指標
 

指標
 

他市との

係

比較検証

管理係

8 4 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　地区や利用者からの意

令

見、要望を反映し、施

和

設の新設、
・法的業務

４

高い
改修を行っており

年

、市民ニーズの高い事

度

業である。
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要
・

令

市民生活上必要である

和

　など

　汎用品、2次

３

製品の採用やリサイク

年

ル材の使用等により工

度

・コストの節減、費用

評

対効果
普通

事コストの

価

縮減を図っていく。
効

）

率性 ・執行体制の効率

刈

性
・手段の最適性　な

谷

ど

　施設の新設、改修

市

は、管理者である市が

事

主体となって実
・市が

務

主体となって実施する

事

高い
施するべき事業で

業

ある。安心安全に配慮

評

した施設整備や多
妥当

価

性 　べき事業であるか

シ

様化するニーズに対応

ー

することは、総合計画

ト

とも整合性が
・総合計

（

画との整合性　など と

様

れている。

　公園利用

式

者の安全性、利便性の

２

向上に貢献している。

）

施策への ・施策への貢

会

献度
高い・目標達成度

計

貢献度 ・市民サービス

名

への効果　など

今後の

担

方向性 □拡充　■現状

当

維持　□改善・効率化

部

　□縮小　□終期設定

都

　□休止・廃止

　今後

市

も市民からの多様なニ

政

ーズに丁寧に対応する

策

必要がある。

部

一般会

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

計

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

公

価
　
∨

園施設設置事業
担当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 管理係

8 4 5



３年度 ４年度 ６年度

活動 公園や緑地が充実していると思う市民の割合（％） ― 72.3 ― 80.0 80.0
指標
成果 トイレ洋式化率（％） 15.0 16.2 19.3 24.3
指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 34,005 255,255 合計 34,005,400 円
委託料 14,443,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 37,200 工事請負費 19,562,400 円

一般財源 0 0 34,005 218,055

職員人件費　② 0 0 7,760 11,931

総事業費（①＋②） 0 0 41,765 267,186

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市環境

基本施

令

策 公園緑地・緑化
施策

和

体系
施策の内容 公園の

３

整備・改善

目
　
　
　
的

年

　近隣公園を再整備す

度

ることにより、市民の

評

主
た
る
内
容

　近隣公園

価

を対象にウォーキング

）

コースや健
健康増進の

刈

場を創出するとともに

谷

、公園施設 康遊具の設

市

置に合わせ、老朽化し

事

た施設の改
の充実を図

務

る。 修、植栽整備等を

事

行うとともに、街区公

業

園等
のトイレの洋式化

評

及び老朽化した施設の

価

改修
を行う。

位
置
づ
け

シ

関連計画 第２次緑の基

ー

本計画

根拠法令 都市公

ト

園法

対象者 市民 事業期

（

間 令和３年度 ～

実施方

様

法 ■直営　■委託　□

式

指定管理　□補助・助

１

成　□その他

）

会計名 担当部 都

Ｂ
　

市

事
　
業
　
実
　
績

元年度

政

実績 ２年度実績 ３年度

策

実績 ４年度計画

・日高

部

公園再整備工事 　 ・公

一

園等トイレ改修計画の

般

策 ・日高公園再整備工

会

事
　 　定 ・ウォーキン

計

グコース導入検
　 ・日

公

高公園再整備設計 　討

園

　 ・公園等トイレ改修

再

・猿渡公園民間活力導

整

入検討
　　　――――

備

――― ・ベンチ更新 ・

事

公園等トイレ改修
・ベ

業

ンチ更新

・既設トイレ

担

の状況に応じた改修内

当

容や改修順位を定めた

課

公園等トイレ改修計画

公

を策定することができ

園

た。

成果
・日高公園の

緑

修正設計を行うことに

地

より、再整備の工事着

課

手に向けて事業の進捗

款

を図ることができた。

項

・トイレの洋式化やベ

目

ンチの更新を行うこと

担

により、利用者の利便

当

性や快適性を向上する

係

ことができた。

・他の

工

近隣公園のウォーキン

務

グコースや健康遊具の

係

導入に向けた検討が必

8

要である。

・公園利用

4

者の安全や利便性を確

5

保しながら工事を行う

管

には、施工方法を工夫

理

する必要がある。
課題

係

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　ウォーキングコー

令

スや健康遊具の設置、

和

公園等のトイレ
・法的

４

業務
高い

の洋式化、老

年

朽化した施設の改修は

度

、公園利用者の増加や

（

必要性 ・市民ニーズ、

令

社会需要 市民の健康づ

和

くりに必要な事業であ

３

る。
・市民生活上必要

年

である　など

　社会資

度

本整備総合交付金など

評

の補助金を活用により

価

事業
・コストの節減、

）

費用対効果
高い

費を確

刈

保するとともに、既存

谷

の園路をいかした再整

市

備を行
効率性 ・執行体

事

制の効率性 うことによ

務

り、コストの節減に努

事

めている。
・手段の最

業

適性　など

　市が管理

評

している公園施設の老

価

朽化が原因であること

シ

か
・市が主体となって

ー

実施する
普通

ら、施設

ト

の安全性の確保のため

（

市が行うべきものであ

様

る。
妥当性 　べき事業

式

であるか
・総合計画と

２

の整合性　など

　再整

）

備により公園の魅力が

会

向上し、成果指標の向

計

上につ

施策への ・施策

名

への貢献度
高い

ながる

担

とともに、公園の充実

当

が市の魅力、住みよい

部

まちの
・目標達成度 重

都

要な要素となり、定住

市

促進に寄与する。
貢献

政

度 ・市民サービスへの

策

効果　など

今後の方向

部

性 □拡充　■現状維持

一

　□改善・効率化　□

般

縮小　□終期設定　□

会

休止・廃止

　引き続き

計

、公園の再整備を推進

公

する。

園再整

Ｃ
 

備

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

事

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

業
担当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 工務係

8 4 5 管理係



700 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 あいち森と緑づくり都市緑化
推進事業費補助金

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市環境

基本施

令

策 公園緑地・緑化
施策

和

体系
施策の内容 公園の

３

整備・改善

目
　
　
　
的

年

　公園周辺の施設整備

度

等を行い、公園利用者

評

主
た
る
内
容

　亀城公園

価

周辺の施設の整備や魅

）

力的な景観
の利便性や

刈

安全性等の向上を図る

谷

。 の創出を行う。

位
置

市

づ
け

関連計画 第2次緑

事

の基本計画

根拠法令

対

務

象者 市民 事業期間 平成

事

２６年度 ～

実施方法 ■

業

直営　■委託　□指定

評

管理　□補助・助成　

価

■その他

シート （様式１）

Ｂ
　
事
　

会

業
　
実
　
績

元年度実績

計

２年度実績 ３年度実績

名

４年度計画

　 ・駐車場

担

案内看板の設置 ・桜並

当

木の整備　 　
　 　
　 　

部

　 　
　　　―――――

都

―― 　　　―――――

市

――

・桜並木を整備し

政

たことにより魅力的な

策

景観の創出ができた。

部

成果

・事業を実施する

一

には、関連する他事業

般

と調整する必要がある

会

。

課題

指標名称（単位

計

）
実績値 目標値

元年度

亀

２年度 ３年度 ４年度 ６

城

年度

成果 公園や緑地が

公

充実していると思う市

園

民の割合（％） ― 72

周

.3 ― 80.0 80.

辺

0
指標

指標

他市との
比

整

較検証

備事業
担当課 公園

Ｃ
　
事
　
業
　

緑

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

地

元年度 ２年度 ３年度 ４

課

年度 ３年度

（決算） （

款

決算） （決算） （予算

項

） 事業費内訳

事業費　

目

① 0 5,573 9,9

担

97 0 合計 9,996

当

,800 円
工事請負

係

費 9,996,800

工

 円

財
　
源

特定財源 0

務

0 6,900 0

一般財

係

源 0 5,573 3,0

8

97 0

職員人件費　②

4

0 1,493 1,70

5

3 0

総事業費（①＋②） 0 7,066 11,



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　桜の名所である亀

令

城公園と一体となった

和

魅力的な景観の
・法的

４

業務
高い

創出は、本市

年

の魅力を発信するため

度

に必要な事業である。

（

必要性 ・市民ニーズ、

令

社会需要
・市民生活上

和

必要である　など

　景

３

観上効果的な場所に必

年

要な植栽を整備するこ

度

とにより
・コストの節

評

減、費用対効果
普通

、

価

コストの縮減を図って

）

いる。
効率性 ・執行体

刈

制の効率性
・手段の最

谷

適性　など

　亀城公園

市

やその周辺の魅力を高

事

めるめの事業であるた

務

め
・市が主体となって

事

実施する
高い

、市が主

業

体となって実施すべき

評

である。
妥当性 　べき

価

事業であるか
・総合計

シ

画との整合性　など

　

ー

亀城公園はスポーツ振

ト

興施策における拠点の

（

ひとつであ

施策への ・

様

施策への貢献度
高い

る

式

とともに、歴史博物館

２

のオープンに伴い、公

）

園利用者が
・目標達成

会

度 増加していることか

計

ら、公園のさらなる魅

名

力向上を図るう
貢献度

担

・市民サービスへの効

当

果　など えでも、本事

部

業は多様な施策に対し

都

て貢献度が高い事業で

市

ある。

今後の方向性 □

政

拡充　■現状維持　□

策

改善・効率化　□縮小

部

　□終期設定　□休止

一

・廃止

　事業の推進を

般

図るため、関係機関と

会

の調整を進める。

計
亀城公

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

園

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　

周

評
　
価
　
∨

辺整備事業
担当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 工務係

8 4 5



年度

成果 公園や緑地が充実していると思う市民の割合（％） ― 72.3 ― 80.0 80.0
指標
成果 来場者数（万人） 810 531 635 800 850
指標

他のハイウェイオアシスの来場者数（令和2年度）
他市との ・各務原市　河川環境楽園（285.9万人）
比較検証 ・豊田市　鞍ケ池公園（119.1万人）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 153,507 115,636 570,457 666,151 合計 570,457,400 円
工事請負費 522,495,600 円

財
　
源

特定財源 0 66,975 550,013 331,441 負担金、補助及び
交付金 47,961,800 円

一般財源 153,507 48,661 20,444 334,710

職員人件費　② 3,466 3,733 12,492 10,037

総事業費（①＋②） 156,973 119,369 582,949 676,188

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 社会資本整備総合交付金（国
）

５年度以降の事業費見込

Ｄ

0 前年度繰越金

　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 公園の整

３

備・改善

目
　
　
　
的

　

年

伊勢湾岸自動車道の刈

度

谷パーキング施設と

主

評

た
る
内
容

○第1、第2

価

、第3駐車場の改修
一

）

体となった新たなアミ

刈

ューズメント空間の ○

谷

第二期整備区域の整備

市

（駐車場、広場）
創出

事

を行い、あわせて岩ヶ

務

池や周辺の森林を ○第

事

三期整備区域の拡張整

業

備（歩道橋、駐車
活か

評

した「自然とふれあい

価

、遊び、学ぶ」場 　場

シ

）
を創出する。

位
置
づ

ー

け

関連計画 第２次緑の

ト

基本計画　第２次観光

（

推進基本計画

根拠法令

様

都市公園法

対象者 市民

式

事業期間 平成５年度 ～

１

実施方法 ■直営　■委

）

託　□指定管理　■補

会

助・助成　□その他

計名 担当部 都市政策

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

部

元年度実績 ２年度実績

一

３年度実績 ４年度計画

般

・第二期整備区域の駐

会

車場基 ・第1、第2、

計

第3駐車場改修実・第

岩

1、第2、第3駐車場

ケ

改修工・第三期拡張区

池

域駐車場整備
　本設計

公

　施設計 　事 　工事
・

園

第三期整備区域の拡張

整

整備 ・第三期拡張区域

備

駐車場修正 ・第三期拡

事

張区域駐車場整備 ・第

業

二期拡張区域整備工事

担

　（用地取得、物件移

当

転補償)　実施設計 　

課

工事 （Ｒ3繰越分含む

公

）
・横断歩道橋整備工

園

事 （Ｒ2繰越分含む）

緑

・横断歩道橋整備工事

地

（Ｒ1繰越分） ・横断

課

歩道橋整備工事
・第三

款

期整備区域の整備（用

項

　地取得）

・スマート

目

インターチェンジの整

担

備に合わせて駐車場の

当

再整備を行うとともに

係

横断歩道橋を部分開通

工

することができた。

成

務

果

・公園利用者に対す

係

る工事の影響を最小限

8

に抑えるよう施工方法

4

を工夫する必要がある

5

。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　岩ヶ池周辺において

令

公園整備を行うことに

和

より、年々減
・法的業

４

務
高い

少している緑の

年

保全を図るとともに、

度

本公園は本市を代表
必

（

要性 ・市民ニーズ、社

令

会需要 する施設となっ

和

ており、本市のレクリ

３

エーションや交流の
・

年

市民生活上必要である

度

　など 場、観光の拠点

評

として、魅力的な空間

価

づくりを目指してい
く

）

必要がある。
　社会資

刈

本整備総合交付金の活

谷

用により事業費を確保

市

する
・コストの節減、

事

費用対効果
高い

ととも

務

に、既存樹木の活用や

事

地形の改変抑制など、

業

現況特
効率性 ・執行体

評

制の効率性 性を生かし

価

た整備によりコスト縮

シ

減を図っていく。
・手

ー

段の最適性　など

　第

ト

７次総合計画の観光施

（

策では、市の観光の核

様

となる施
・市が主体と

式

なって実施する
高い

設

２

に位置付けるとともに

）

、第２次刈谷市緑の基

会

本計画では
妥当性 　べ

計

き事業であるか 拠点と

名

なる緑の充実のため、

担

周辺の自然環境やパー

当

キング
・総合計画との

部

整合性　など エリアの

都

機能を生かし、レクリ

市

エーション拠点として

政

の機
能の拡充を位置付

策

けている。
　刈谷ハイ

部

ウェイオアシスとして

一

、年間８００万人を超

般

え

施策への ・施策への

会

貢献度
高い

る利用者が

計

あり、本市の観光や産

岩

業をＰＲする場となっ

ケ

て
・目標達成度 いるほ

池

か、イベント開催等に

公

より、市民の交流・活

園

動の場
貢献度 ・市民サ

整

ービスへの効果　など

備

を提供しており、目標

事

達成における中心的な

業

公園となって
いる。

今

担

後の方向性 ■拡充　□

当

現状維持　□改善・効

課

率化　□縮小　□終期

公

設定　□休止・廃止

　

園

都市計画決定面積約４

緑

１．７ｈａの内、開設

地

面積約１０．４ｈａで

課

あり、整備効果を維持

款

向上するにはスマート

項

イ
ンターチェンジの整

目

備に伴う駐車場の整備

担

を推進するとともに拡

当

張整備を推進していく

係

必要がある。

工務係

8

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

4

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

5

価
　
∨



4

検証

5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 5,569 12,567 合計 5,568,600 円
報償費 128,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 5,431,800 円
使用料及び賃借料 8,800 円

一般財源 0 0 5,569 12,567

職員人件費　② 0 0 11,356 9,280

総事業費（①＋②） 0 0 16,925 21,847

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 都市環境

令

基本施策 公園緑地・緑

和

化
施策体系

施策の内容

３

公園の整備・改善

目
　

年

　
　
的

　本市の魅力を

度

発信する洲原公園、岩

評

ケ池公

主
た
る
内
容

　誰

価

もが行きたくなる魅力

）

あふれる公園の実
園、

刈

総合運動公園、亀城公

谷

園、フローラルガ 現に

市

向けた将来構想を策定

事

する。
ーデンよさみの

務

5つの公園を対象に、

事

各公園の
特徴を生かし

業

た将来構想を策定し、

評

地域の魅
力向上や緑豊

価

かなまちづくりを推進

シ

する。

位
置
づ
け

関連計

ー

画 第２次緑の基本計画

ト

根拠法令 都市公園法

対

（

象者 市民 事業期間 令和

様

３年度 ～ 令和５年度

実

式

施方法 ■直営　■委託

１

　□指定管理　□補助

）

・助成　□その他

会計名 担当部 都市政

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

元

策

年度実績 ２年度実績 ３

部

年度実績 ４年度計画

　

一

　 ・策定委員会の開催

般

・将来構想説明資料の

会

作成
　 　 ・市民公園づ

計

くり会議の開催 （Ｒ3

魅

繰越分）
　 　 ・利用者

力

アンケートの実施 ・策

あ

定委員会の開催
　 　 ・

ふ

市民公園づくり会議の

れ

開催
　　　―――――

る

―― 　　　―――――

公

―― ・出張アンケート

園

・パブリックコメント

づ

の実施

・有識者などで

く

構成する構想策定委員

り

会を開催し、構想の策

事

定に向けた取り組みに

業

ついて意見を聴取する

担

とともに、地域

成果
の

当

方をはじめとした市民

課

の方々で構成する市民

公

公園づくり会議を開催

園

し、多様な意見を取り

緑

入れることができた。

地

・５つの公園の課題を

課

整理し、事業手法など

款

構想の実現に向けた検

項

討を進める必要がある

目

。

課題

指標名称（単位

担

）
実績値 目標値

元年度

当

２年度 ３年度 ４年度 ６

係

年度

活動 公園が充実し

工

ていると思う市民の割

務

合（％） ― 72.3 ―

係

80.0 80.0
指標

8

活動
指標

他市との
比較



5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　新型コロナ

令

ウイルスの感染拡大や

和

高齢化の進展などに伴

４

・法的業務
高い

う社会

年

情勢やニーズの変化に

度

より、公園が担う役割

（

は多様
必要性 ・市民ニ

令

ーズ、社会需要 化して

和

おり、公園の持つ機能

３

の更なる充実や魅力の

年

向上に
・市民生活上必

度

要である　など よる誰

評

もが行きたくなるよう

価

な公園づくりが必要で

）

ある。

　アンケート調

刈

査など直営で実施でき

谷

る内容については、
・

市

コストの節減、費用対

事

効果
高い

職員で対応す

務

ることにより、コスト

事

縮減を図っている。
効

業

率性 ・執行体制の効率

評

性
・手段の最適性　な

価

ど

　市が所有している

シ

公園の将来構想の策定

ー

であることから
・市が

ト

主体となって実施する

（

普通
、市が実施するべ

様

きでものである。
妥当

式

性 　べき事業であるか

２

・総合計画との整合性

）

　など

　構想を策定す

会

ることで、地域の魅力

計

向上や緑豊かな潤い

施

名

策への ・施策への貢献

担

度
高い

のあるまちづく

当

りに繋げることができ

部

る。
・目標達成度

貢献

都

度 ・市民サービスへの

市

効果　など

今後の方向

政

性 □拡充　■現状維持

策

　□改善・効率化　□

部

縮小　□終期設定　□

一

休止・廃止

　構想の策

般

定に向けた市民や公園

会

利用者の意見聴取を進

計

める。

魅力あ

Ｃ
 

ふ

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

れ

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

る公園づくり事業
担当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 工務係

8 4



4

（予算） 事業費内訳

事

5

業費　① 0 0 1,914 8,895 合計 1,914,000 円
委託料 1,914,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 4,466

一般財源 0 0 1,914 4,429

職員人件費　② 0 0 2,650 2,462

総事業費（①＋②） 0 0 4,564 11,357

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 都市環境

令

基本施策 公園緑地・緑

和

化
施策体系

施策の内容

３

公園の整備・改善

目
　

年

　
　
的

　公園が不足す

度

る地域に、子どもの遊

評

び場、

主
た
る
内
容

〇新

価

規公園整備
高齢者の健

）

康推進の場、地域住民

刈

の憩い・交 　・場所　

谷

野田町北屋敷
流の場等

市

を創出する。 　・面積

事

　約0.34ha

位
置

務

づ
け

関連計画 第2次緑

事

の基本計画

根拠法令 都

業

市公園法

対象者 市民 事

評

業期間 令和３年度 ～ 令

価

和６年度

実施方法 ■直

シ

営　■委託　□指定管

ー

理　□補助・助成　□

ト

その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業

担

　
実
　
績

元年度実績 ２

当

年度実績 ３年度実績 ４

部

年度計画

　 　 ・実施設

都

計（ワークショップ ・

市

都市計画決定の手続
　

政

　 　にて実施） ・都市

策

計画事業認可の申請
　

部

　 （Ｒ3繰越分）
　 　

一

・実施設計（ワークシ

般

ョップ
　　　――――

会

――― 　　　――――

計

――― 　にて実施）

・

（

地域住民に親しまれ、

仮

活用される公園づくり

称

を行うために、ワーク

）

ショップを開催し、地

北

域住民の意見を反映し

屋

た公園

成果
整備に向け

敷

て進捗を図ることがで

公

きた。

・整備に向けて

園

、地権者や近隣住民と

整

の調整を図る必要があ

備

る。

課題

指標名称（単

事

位）
実績値 目標値

元年

業

度 ２年度 ３年度 ４年度

担

６年度

成果 公園や緑地

当

が充実していると思う

課

市民の割合（％） ― 7

公

2.3 ― 80.0 80

園

.0
指標
活動
指標

他市

緑

との
比較検証

地課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事

工

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

務

：千円
元年度 ２年度 ３

係

年度 ４年度 ３年度

（決

8

算） （決算） （決算）



5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　地域住民の

令

憩いや交流などの場と

和

なる身近な公園が不足

４

・法的業務
高い

してい

年

るため公園を整備する

度

ことにより、住みよい

（

まちの
必要性 ・市民ニ

令

ーズ、社会需要 重要な

和

要素となり、定住促進

３

に寄与するため整備を

年

推進す
・市民生活上必

度

要である　など る必要

評

がある。

　市民参加型

価

の整備を行うことで、

）

地域住民がより積極的

刈

・コストの節減、費用

谷

対効果
高い

に利用した

市

り活用することにつな

事

がり、地域の交流拠点

務

と
効率性 ・執行体制の

事

効率性 なるとともに、

業

住民が公園管理に係わ

評

っていただけること
・

価

手段の最適性　など な

シ

どにつながり、効率的

ー

な維持管理に寄与する

ト

。

　第7次総合計画に

（

「地域住民の意見を反

様

映した市民参加型
・市

式

が主体となって実施す

２

る
高い

の公園整備」が

）

位置づけられている。

会

妥当性 　べき事業であ

計

るか
・総合計画との整

名

合性　など

　身近な公

担

園を整備し、市民の憩

当

いや交流の場を創出す

部

る

施策への ・施策への

都

貢献度
高い

ことにより

市

、成果指標の向上につ

政

ながるとともに、市の

策

公
・目標達成度 園の充

部

実が市の魅力、住みよ

一

いまちの重要な要素と

般

なり、
貢献度 ・市民サ

会

ービスへの効果　など

計

定住促進に寄与する。

（

今後の方向性 □拡充　

仮

□現状維持　□改善・

称

効率化　□縮小　■終

）

期設定　□休止・廃止

北

　市民に親しまれる公

屋

園整備を行う。

敷公園整

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

備

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

事

　
価
　
∨

業
担当課 公園緑地課

款 項 目 担当係 工務係

8 4



千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,259 5,024 1,290 5,000 合計 1,290,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 2,259 5,024 1,290 5,000 交付金 1,290,000 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 1,348 1,307 1,325 1,326

総事業費（①＋②） 3,607 6,331 2,615 6,326

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 あいち森と緑づくり都市緑化
推進事業費補助金（県）

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 緑化の推

３

進

目
　
　
　
的

　民有地

年

の緑化事業及び街路樹

度

の再生に関す

主
た
る
内

評

容

　愛知県が行うあい

価

ち森と緑づくり都市緑

）

化
る事業を行い、市民

刈

の緑化意識及び市内の

谷

緑 推進事業を活用し、

市

民有地で行う比較的規

事

模
化の向上を図る。 の

務

大きな生垣設置及び屋

事

上、壁面、空地緑化
に

業

対し補助を行う。

位
置

評

づ
け

関連計画 第2次緑

価

の基本計画

根拠法令 あ

シ

いち森と緑づくり都市

ー

緑化推進事業交付金交

ト

付要綱他

対象者 市民、

（

事業者 事業期間 平成２

様

１年度 ～

実施方法 ■直

式

営　□委託　□指定管

１

理　■補助・助成　□

）

その他

会計名 担当部 都市

Ｂ
　
事
　
業

政

　
実
　
績

元年度実績 ２

策

年度実績 ３年度実績 ４

部

年度計画

・民有地の大

一

規模緑化　2件 ・民有

般

地の大規模緑化　3件

会

・民有地の大規模緑化

計

　1件 ・民有地の大規

緑

模緑化　3件

・パンフ

の

レットを配布し、補助

街

制度の周知を図った。

並

成果

・本事業は、非常

み

に大規模な民有地緑化

推

への補助事業であり、

進

より使いやすい制度と

事

なるよう県との調整が

業

必要である。

課題

指標

担

名称（単位）
実績値 目

当

標値

元年度 ２年度 ３年

課

度 ４年度 ６年度

成果 緑

公

や自然を身近に感じる

園

ことができると思う市

緑

民の ― 67.4 ― 70

地

.0 70.0
指標 割合

課

（％）
成果 身近な場所

款

で花や木など緑を育て

項

ている市民の割合 ― 6

目

1.6 ― 80.0 80

担

.0
指標 （％）

他市と

当

の
比較検証

係 業務係

8 4 6

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　緑化推進都市の宣言

令

を掲げる本市が、緑創

和

出の一環とし
・法的業

４

務
普通

て取り組んでい

年

る大規模な緑化事業へ

度

の補助や街路樹の再
必

（

要性 ・市民ニーズ、社

令

会需要 生は、市街地緑

和

化の一層の推進を図る

３

ためにも必要性があ
・

年

市民生活上必要である

度

　など る事業である。

評

　県支出金などで助成

価

金を積極的かつ有効に

）

利用すること
・コスト

刈

の節減、費用対効果
高

谷

い
により、市の予算で

市

行うのと同様の成果を

事

あげることがで
効率性

務

・執行体制の効率性 き

事

る。また、街路樹再生

業

において、生育が比較

評

的遅く、害
・手段の最

価

適性　など 虫に強い樹

シ

種を選定することによ

ー

り、選定や薬剤散布に

ト

要
する年間維持管理料

（

の軽減が期待できる。

様

　民間が行う規模が比

式

較的大きい緑化事業や

２

、市が管理地
・市が主

）

体となって実施する
高

会

い
である街路樹の再生

計

事業には、高額な費用

名

を要するため、
妥当性

担

　べき事業であるか そ

当

の費用を補助・予算化

部

したり、統一性のある

都

樹種選定を
・総合計画

市

との整合性　など 行う

政

ためにも、市の主体的

策

な関与が必要である。

部

　民有地の緑化事業に

一

対する補助や街路樹の

般

再生は、市民

施策への

会

・施策への貢献度
普通

計

生活や通行者の視覚に

緑

潤いや癒しを与えたり

の

、市民の緑化
・目標達

街

成度 意識の高揚に働き

並

かけるもので、新たな

み

緑地の創出に貢献
貢献

推

度 ・市民サービスへの

進

効果　など するもので

事

ある。

今後の方向性 □

業

拡充　■現状維持　□

担

改善・効率化　□縮小

当

　□終期設定　□休止

課

・廃止

　開発などによ

公

る市街地の多くの部分

園

を占める民有地の緑が

緑

減少しているなかで、

地

新たな緑地余地の少な

課

い既成市街
地では、建

款

築物の屋上や壁面等の

項

緑地や良好な景観を形

目

成する街路樹の再生が

担

有効であると考えられ

当

る。

係 業務

Ｃ
 
　

係

Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ

8

 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

4 6



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,134 5,112 4,519 5,380 合計 4,519,350 円
需用費 2,124,650 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 2,394,700 円

一般財源 5,134 5,112 4,519 5,380

職員人件費　② 1,925 1,307 2,006 1,704

総事業費（①＋②） 7,059 6,419 6,525 7,084

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 都市環境

基本施策 公

令

園緑地・緑化
施策体系

和

施策の内容 公園の整備

３

・改善

目
　
　
　
的

　老

年

朽化や破損した施設の

度

維持補修を行い、

主
た

評

る
内
容

　劣化等により

価

不具合が生じた児童遊

）

園内の
利用者の安全性

刈

及び快適性の維持向上

谷

を図る｡ 施設全般（遊

市

具、フェンスなど）の

事

補修を行
う。

位
置
づ
け

務

関連計画  

根拠法令 児

事

童福祉法、刈谷市児童

業

遊園条例

対象者 市民 事

評

業期間 ～

実施方法 ■直

価

営　■委託　□指定管

シ

理　□補助・助成　□

ー

その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業

名

　
実
　
績

元年度実績 ２

担

年度実績 ３年度実績 ４

当

年度計画

老朽化や破損

部

した児童遊園施 老朽化

都

や破損した児童遊園施

市

老朽化や破損した児童

政

遊園施 老朽化や破損し

策

た児童遊園施
設の修繕

部

及び補修 設の修繕及び

一

補修 設の修繕及び補修

般

設の修繕及び補修
・奥

会

町屋児童遊園他キャラ

計

ク ・八幡児童遊園他キ

児

ャラク ・吹戸児童遊園

童

滑り台更新
　タートイ

遊

レ塗装修繕 　タートイ

園

レ塗装修繕 ・西田児童

補

遊園園内灯支柱
・新栄

修

児童遊園ブランコ修繕

事

・上池児童遊園滑り台

業

更新 　取替　他
　他 　

担

他

・児童遊園施設の修

当

繕を実施し、利用者の

課

安全性、快適性が向上

公

した。

成果

・老朽化が

園

進んでいる施設が増加

緑

しており、計画的に修

地

繕を行う必要がある。

課

課題

指標名称（単位）

款

実績値 目標値

元年度 ２

項

年度 ３年度 ４年度 ６年

目

度

成果 公園や緑地が充

担

実していると思う市民

当

の割合（％） ― 72.

係

3 ― 80.0 80.0

管

指標
 

指標
 

他市との

理

比較検証

係

3 2 1



400

職員人件費　② 1,925 1,307 1,817 1,704

総事業費（①＋②） 7,050 5,273 5,592 9,104

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 緑地・緑

３

道の整備

目
　
　
　
的

　

年

街路樹、街園の樹木植

度

替え等を行い、都市

主

評

た
る
内
容

　街路樹、街

価

園の樹木の植替え、補

）

植を行う｡
景観の維持

刈

と、快適な空間の形成

谷

を図る。

位
置
づ
け

関連

市

計画 第2次緑の基本計

事

画

根拠法令 道路法

対象

務

者 市民 事業期間 ～

実施

事

方法 ■直営　■委託　

業

□指定管理　□補助・

評

助成　□その他

価シート （様式１

Ｂ

）

　
事
　
業
　
実
　
績

元年

会

度実績 ２年度実績 ３年

計

度実績 ４年度計画

・市

名

道01-30号線他街

担

路樹等 ・市道01-2

当

号線他街路樹等 ・市道

部

2-390号線他街路

都

樹等 ・市道7-2号線

市

他街路樹等
　補修 　補

政

修 　補修 　補修

・枯損

策

街路樹の補植や植替え

部

を行い、良好な都市景

一

観を維持した。

成果

・

般

補植を行う樹木を、現

会

場状況にあった樹木を

計

選定するする必要があ

街

る。

課題

指標名称（単

路

位）
実績値 目標値

元年

樹

度 ２年度 ３年度 ４年度

街

６年度

成果 緑や自然を

園

身近に感じることがで

補

きると思う市民の ― 6

修

7.3 ― 70.0 70

事

.0
指標 割合（％）

 

業

指標
 

他市との
比較検

担

証

当課 公園緑地課

款

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

項

ス
　
ト

単位：千円
元年

目

度 ２年度 ３年度 ４年度

担

３年度

（決算） （決算

当

） （決算） （予算） 事

係

業費内訳

事業費　① 5

管

,125 3,966 3

理

,775 7,400 合

係

計 3,775,200

8

 円
工事請負費 3,7

4

75,200 円

財
　

3

源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 5,125 3,966 3,775 7,



4

0 50 0 委託料 1,3

5

84,092 円
使用料及び賃借料 49,500 円

一般財源 479 1,096 1,448 0

職員人件費　② 2,310 1,493 1,514 0

総事業費（①＋②） 2,789 2,639 3,012 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 雑入

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 都市環境

令

基本施策 公園緑地・緑

和

化
施策体系

施策の内容

３

公園の整備・改善

目
　

年

　
　
的

　亀城公園再整

度

備事業における刈谷城

評

復元に

主
た
る
内
容

　ふ

価

るさと納税制度を活用

）

した亀城公園等整
つい

刈

て、事業趣旨の浸透や

谷

市民参加型の事業 備基

市

金への寄附啓発を行う

事

。
の推進を図る。

位
置

務

づ
け

関連計画

根拠法令

事

対象者 市民、市内事業

業

者 事業期間 平成２８年

評

度 ～ 令和３年度

実施方

価

法 ■直営　■委託　□

シ

指定管理　□補助・助

ー

成　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　

名

事
　
業
　
実
　
績

元年度

担

実績 ２年度実績 ３年度

当

実績 ４年度計画

・ふる

部

さと納税事務 ・ふるさ

都

と納税事務 ・ふるさと

市

納税事務 　
・寄附啓発

政

活動 ・寄附啓発活動 ・

策

寄附啓発活動 　
　
　
　

部

　　―――――――

・

一

ふるさと納税制度を活

般

用した亀城公園等整備

会

基金への寄附啓発に努

計

めた。

成果
・返礼品数

亀

が増加したことから、

城

寄附件数の増加にも繋

公

がった。

課題

指標名称

園

（単位）
実績値 目標値

再

元年度 ２年度 ３年度 ４

整

年度 ６年度

成果 寄附件

備

数（件） 101 141

計

38 0 0
指標
活動 寄附

画

金額（円） 34,93

推

6,564 3,789

進

,802 1,684,

事

607 0 0
指標

他市と

業

の
比較検証

担当課 公園緑地課

Ｃ
　
事
　

款

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

項

千円
元年度 ２年度 ３年

目

度 ４年度 ３年度

（決算

担

） （決算） （決算） （

当

予算） 事業費内訳

事業

係

費　① 479 1,14

業

6 1,498 0 合計 1

務

,498,444 円

係

役務費 64,852 

8

円

財
　
源

特定財源 0 5



必要になっている。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 利用者数（プール、ロッジ、デイキャンプ、テニス 101,001 64,170 84,225 90,000 95,000
指標 ）（人）
成果  利用者アンケートにおける満足度（％） 75.0 76.0 79.3 80.0 82.0
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 74,589 74,240 74,617 75,312 合計 74,616,611 円
需用費 1,995,400 円

財
　
源

特定財源 18,058 11,048 18,425 14,051 役務費 29,211 円
委託料 72,152,000 円

一般財源 56,531 63,192 56,192 61,261 備品購入費 440,000 円

職員人件費　② 3,273 3,173

Ｄ

3,218 3,220

　

総事業費（①＋②） 7

　

7,862 77,41

　

3 77,835 78,

Ｏ

532

建
設
事
業

全体事

　

業費（単位：千円） 0

　

３年度特定財源名称

３

∧

年度までの累積事業費

　

0 公園使用料
行政財産

　

目的外使用料

５年度以

実

降の事業費見込 0

　
　
施
　
　
∨

洲原公園レクリエーション施設管理運営事

業

令和４年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

度

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

（

事
　
業
　
概
　
要

総合計

令

画
分野 都市環境

基本施

和

策 公園緑地・緑化
施策

３

体系
施策の内容 公園の

年

整備・改善

目
　
　
　
的

度

　指定管理者による民

評

間のノウハウを活用し

価

主
た
る
内
容

　指定管理

）

者による洲原レクリエ

刈

ーション施
た管理運営

谷

を行い、プールやテニ

市

スコートな 設（温水プ

事

ール、ロッジ、テニス

務

コート・ク
どレクリエ

事

ーションの場を提供す

業

る。 ラブハウス、デイ

評

キャンプ場）の管理運

価

営全
般を行う。

位
置
づ

シ

け

関連計画  

根拠法令

ー

地方自治法

対象者 市民

ト

事業期間 平成１７年度

（

～

実施方法 ■直営　□

様

委託　■指定管理　□

式

補助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 都

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

市

績

元年度実績 ２年度実

政

績 ３年度実績 ４年度計

策

画

プール利用者　65

部

,312人 プール利用

一

者　44,105人 プ

般

ール利用者　56,2

会

21人 プール利用者　

計

60,000人
ロッジ

担

利用者　3,067人

当

ロッジ利用者　　 4

課

44人 ロッジ利用者　

公

   618人 ロッジ

園

利用者　1,000人

緑

テニスコート利用者 

地

17,952人テニス

課

コート利用者 10,

款

177人テニスコート

項

利用者 22,677

目

人テニスコート利用者

担

 24,000人

・ア

当

ルコール消毒液や飛沫

係

防止ビニールシートを

業

受付に設置するなど、

務

新型コロナウイルス感

係

染拡大防止に向けた対

8

策を

成果
徹底し、安全

4

な管理運営体制を構築

5

することができた。

・新型コロナウイルス感染拡大に伴い、利用者数は例年に比べ減少しているが、回復の兆しを見せている。

・施設がオープンして30年以上経過しており、安全に運営していくためには老朽化が著しい温水プールや洲原ロッジなど

の計画的な改修が



工務係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 102,082 92,104 93,651 93,529 合計 93,650,696 円
需用費 2,834,700 円

財
　
源

特定財源 26,934 21,284 26,173 21,088 役務費 89,996 円
委託料 87,162,000 円

一般財源 75,148 70,820 67,478 72,441 備品購入費 3,564,000 円

職員人件費　② 4,043 3,920 3,975 3,977

総事業費（①＋②） 106,125 96,024 97,626 97,506

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 公園使用料
行政財産目的外使用料

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 都市環

令

境

基本施策 公園緑地・

和

緑化
施策体系

施策の内

３

容 公園の整備・改善

目

年

　
　
　
的

　指定管理者

度

による民間のノウハウ

評

を活用し

主
た
る
内
容

　

価

指定管理者による岩ケ

）

池公園の管理運営全
た

刈

管理運営を行い、多様

谷

な余暇活動や健康増 般

市

を行う。
進の場を提供

事

する。

位
置
づ
け

関連計

務

画  

根拠法令 地方自治

事

法

対象者 市民 事業期間

業

平成１６年度 ～

実施方

評

法 ■直営　□委託　■

価

指定管理　□補助・助

シ

成　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　

計

事
　
業
　
実
　
績

元年度

名

実績 ２年度実績 ３年度

担

実績 ４年度計画

刈谷ハ

当

イウェイオアシス来場

部

刈谷ハイウェイオアシ

都

ス来場 刈谷ハイウェイ

市

オアシス来場 刈谷ハイ

政

ウェイオアシス来場
者

策

数　809.9万人 者

部

数　530.5万人 者

一

数　635.1万人 者

般

数　800万人

・アル

会

コール消毒液の設置や

計

スタッフのマスク着用

岩

など、新型コロナウイ

ケ

ルス感染拡大防止に向

池

けた対策を徹底し、安

公

全

成果
な運営管理を行

園

うことができた。

・新

管

型コロナウイルス感染

理

拡大に伴い、来場者数

運

は減少しているが、徐

営

々に回復してきている

事

。

・遊具等に補修箇所

業

が増え始めたことで、

担

その安全管理のために

当

計画的な修繕が必要で

課

ある。

・猛暑など天候

公

により来場者数が大き

園

く左右される。
課題

指

緑

標名称（単位）
実績値

地

目標値

元年度 ２年度 ３

課

年度 ４年度 ６年度

活動

款

来場者数（万人） 81

項

0 531 635 800

目

850
指標

指標
他のハ

担

イウェイオアシスの来

当

場者数（令和2年度）

係

他市との ・各務原市　

業

河川環境楽園（285

務

.9万人）
比較検証 ・

係

豊田市　鞍ケ池公園（

8

119.1万人）

4 5



係

0
指標

 
指標

 
他市と

業

の
比較検証

務係

8 4 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 46,938 47,077 46,925 50,443 合計 46,924,744 円
需用費 1,325,500 円

財
　
源

特定財源 1,541 1,319 1,340 1,626 役務費 21,314 円
委託料 45,175,000 円

一般財源 45,397 45,758 45,585 48,817 備品購入費 402,930 円

職員人件費　② 3,658 3,546 3,218 3,220

総事業費（①＋②） 50,596 50,623 50,143 53,663

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 公園使用料
行政財産目的外使用料

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　

年

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

度

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

（

業
　
概
　
要

総合計画
分

令

野 都市環境

基本施策 公

和

園緑地・緑化
施策体系

３

施策の内容 公園の整備

年

・改善

目
　
　
　
的

　指

度

定管理者による民間の

評

ノウハウを活用し

主
た

価

る
内
容

　指定管理者に

）

よるフローラルガーデ

刈

ンよさ
た管理運営を行

谷

い、多様な余暇活動や

市

健康増 みの管理運営全

事

般を行う。
進活動の場

務

を提供する。

位
置
づ
け

事

関連計画  

根拠法令 地

業

方自治法

対象者 市民 事

評

業期間 平成１９年度 ～

価

実施方法 ■直営　□委

シ

託　■指定管理　□補

ー

助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

担

元年度実績 ２年度実績

当

３年度実績 ４年度計画

部

フローラルガーデンよ

都

さみ来 フローラルガー

市

デンよさみ来 フローラ

政

ルガーデンよさみ来 フ

策

ローラルガーデンよさ

部

み来
場者数　153,

一

104人 場者数　12

般

0,864人 場者数　

会

143,477人 場者

計

数　170,000人

フ

(プラザ、記念館の利

ロ

用者数) (プラザ、記

ー

念館の利用者数) (プ

ラ

ラザ、記念館の利用者

ル

数) (プラザ、記念館

ガ

の利用者数)

・アルコ

ー

ール消毒液の設置やス

デ

タッフのマスク着用な

ン

ど、新型コロナウイル

よ

ス感染拡大防止に向け

さ

た対策を徹底し、安全

み

成果
な運営管理を行う

管

ことができた。

・新型

理

コロナウイルス感染拡

運

大に伴い、来場者数は

営

減っているが、各種イ

事

ベントを工夫すること

業

で徐々に来場者数は回

担

復

している。

・施設が

当

オープンして15年が

課

経過し、老朽化した施

公

設を安全に管理するた

園

め、計画的な修繕が必

緑

要である。

課題

指標名

地

称（単位）
実績値 目標

課

値

元年度 ２年度 ３年度

款

４年度 ６年度

活動  来

項

場者数（人） 153,

目

104 120,864

担

143,477 170

当

,000 180,00



4

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

5

元年度 ２年度 ３年度 ４

管

年度 ３年度

（決算） （

理

決算） （決算） （予算

係

） 事業費内訳

事業費　① 3,655 5,270 3,374 2,500 合計 3,373,700 円
工事請負費 3,373,700 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 3,655 5,270 3,374 2,500

職員人件費　② 1,733 1,680 1,173 2,083

総事業費（①＋②） 5,388 6,950 4,547 4,583

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 都

令

市環境

基本施策 公園緑

和

地・緑化
施策体系

施策

３

の内容 公園の整備・改

年

善

目
　
　
　
的

　洲原温

度

水プール等の施設にお

評

いて、老朽化

主
た
る
内

価

容

　洲原温水プール等

）

における施設の修繕及

刈

び
や破損した施設の修

谷

繕及び更新を行い、利

市

用 更新を行う。
者の安

事

全性及び快適性の維持

務

向上を図る。

位
置
づ
け

事

関連計画

根拠法令

対象

業

者 市民 事業期間 ～

実施

評

方法 ■直営　■委託　

価

□指定管理　□補助・

シ

助成　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ

計

　
事
　
業
　
実
　
績

元年

名

度実績 ２年度実績 ３年

担

度実績 ４年度計画

・大

当

プール循環自動弁修繕

部

・プール事務所、ロビ

都

ー非常 ・ロービー空調

市

設備改修工事 ・中央監

政

視装置無停電装置
・更

策

衣室空調機器設置工事

部

　照明修繕 ・温水器の

一

部品取替修繕 　取替工

般

事
・プールクリーナー

会

購入 ・プールろ材交換

計

・電話設備の取替修繕

洲

・ガス漏れ警報器受信

原

機改修
・プールコース

温

ロープ購入 ・顕熱交換

水

機排気ファン改修
・プ

プ

ールカバーシート購入

ー

・設備の改修や交換等

ル

を行ったことで、利用

設

者の安全性が向上した

備

。

成果

・施設がオープ

更

ンして30年以上経過

新

しており、老朽化が著

事

しい温水プールや洲原

業

ロッジなどの計画的な

担

改修が必要である

。
課

当

題

指標名称（単位）
実

課

績値 目標値

元年度 ２年

公

度 ３年度 ４年度 ６年度

園

活動 プール利用者（人

緑

） 65,312 44,

地

105 56,221 6

課

0,000 70,00

款

0
指標

指標

他市との
比

項

較検証

目 担当係 業務係

8

Ｃ
　
事
　
業
　



務

特定財源 0 0 0 0

一般

係

財源 0 825 1,58

8

4 0

職員人件費　② 0

4

1,680 1,703

5

0

総事業費（①＋②）

管

0 2,505 3,28

理

7 0

建
設
事
業

全体事業

係

費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ

年

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

度

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

（

　
業
　
概
　
要

総合計画

令

分野 都市環境

基本施策

和

公園緑地・緑化
施策体

３

系
施策の内容 公園の整

年

備・改善

目
　
　
　
的

　

度

フローラルガーデンよ

評

さみにおいて、老朽

主

価

た
る
内
容

　フローラル

）

ガーデンよさみにおけ

刈

る施設の
化や破損した

谷

施設の維持補修等を行

市

うことに 修繕及び更新

事

を行う。
より、公園利

務

用者の安全性及び快適

事

性の向上
を図る。

位
置

業

づ
け

関連計画

根拠法令

評

対象者 市民 事業期間 ～

価

実施方法 ■直営　■委

シ

託　□指定管理　□補

ー

助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

担

元年度実績 ２年度実績

当

３年度実績 ４年度計画

部

　 ・依佐美送信所記念

都

館内空調 ・温室換気窓

市

補修工事 　
　 設置工事

政

　
　 　
　 　
　　　――

策

――――― 　　　――

部

―――――

・設備の補

一

修を行い、利用者の安

般

全や利便性を確保する

会

ことができた。

成果

・

計

施設がオープンして1

フ

5年が経過し、施設の

ロ

老朽化した施設を安全

ー

に管理するには、計画

ラ

的な修繕が必要である

ル

。

課題

指標名称（単位

ガ

）
実績値 目標値

元年度

ー

２年度 ３年度 ４年度 ６

デ

年度

成果 来場者数(人

ン

) 153,104 12

よ

0,864 143,4

さ

77 170,000 1

み

80,000
指標
活動

補

指標

他市との
比較検証

修事業
担当課 公園緑

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

地

　
ト

単位：千円
元年度

課

２年度 ３年度 ４年度 ３

款

年度

（決算） （決算）

項

（決算） （予算） 事業

目

費内訳

事業費　① 0 8

担

25 1,584 0 合計

当

1,584,000 

係

円
工事請負費 1,58

業

4,000 円

財
　
源



元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 35,706 62,444 60,512 64,420 合計 60,512,100 円
需用費 29,922,200 円

財
　
源

特定財源 21,000 23,000 22,000 24,000 工事請負費 30,589,900 円

一般財源 14,706 39,444 38,512 40,420

職員人件費　② 4,236 2,427 2,460 2,841

総事業費（①＋②） 39,942 64,871 62,972 67,261

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 社会資本整備総合交付金(国)
公共施設維持保全基金繰入金

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市環境

基本施

令

策 公園緑地・緑化
施策

和

体系
施策の内容 公園の

３

整備・改善

目
　
　
　
的

年

　公園施設長寿命化計

度

画に基づき、要改修と

評

主
た
る
内
容

　長寿命化

価

計画に基づく公園施設

）

の予防保全･
判断され

刈

た公園施設の更新を行

谷

うと共に、予 修繕及び

市

更新を行う。
防保全管

事

理による延命化を行う

務

ことで、施設
の安全性

事

確保と機能保全を図り

業

、併せて維持
管理費用

評

の縮減や平準化を図る

価

。

位
置
づ
け

関連計画 第

シ

2次緑の基本計画　刈

ー

谷市公共施設等総合管

ト

理計画

根拠法令 都市公

（

園法

対象者 市民 事業期

様

間 平成２２年度 ～ 令和

式

１１年度

実施方法 ■直

１

営　■委託　□指定管

）

理　■補助・助成　□

会

その他

計名 担当部 都市政

Ｂ
　
事
　
業

策

　
実
　
績

元年度実績 ２

部

年度実績 ３年度実績 ４

一

年度計画

・施設更新　

般

12公園 ・施設更新　

会

 4公園 ・施設更新　

計

 9公園 ・施設更新　

都

 5公園
・施設修繕　

市

16公園 ・施設修繕　

公

29公園 ・施設修繕　

園

26公園 ・施設修繕　

施

23公園

・老朽化した

設

施設の更新や延命化を

更

図る修繕を行い、安全

新

性確保と機能保全を図

事

ることができた。

成果

業

　

・長寿命化計画を策

担

定する対象公園の追加

当

に伴い、更新等を行う

課

施設が増加している。

公

課題

指標名称（単位）

園

実績値 目標値

元年度 ２

緑

年度 ３年度 ４年度 ６年

地

度

成果 公園や緑地が充

課

実していると思う市民

款

の割合（％） ― 72.

項

3 ― 80.0 80.0

目

指標

指標
　

他市との
比

担

較検証

当係 管理係

8 4 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 114,477 19,700 65,000 合計 19,699,900 円
工事請負費 19,699,900 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 114,477 19,700 65,000

職員人件費　② 0 1,120 2,082 2,083

総事業費（①＋②） 0 115,597 21,782 67,083

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 公園の整

３

備・改善

目
　
　
　
的

　

年

岩ケ池公園において、

度

老朽化や破損した施

主

評

た
る
内
容

　劣化等によ

価

り不具合が生じた施設

）

の更新や
設を改修し、

刈

安全性及び快適性の維

谷

持向上を 修繕を行う。

市

図る。

位
置
づ
け

関連計

事

画 第2次緑の基本計画

務

　第2次観光推進基本

事

計画

根拠法令 都市公園

業

法

対象者 市民 事業期間

評

～

実施方法 ■直営　■

価

委託　□指定管理　□

シ

補助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

名

績

元年度実績 ２年度実

担

績 ３年度実績 ４年度計

当

画

－ ・高速側駐車場舗

部

装修繕 ・大型有料遊具

都

修繕 ・大型有料遊具修

市

繕
・大型複合遊具修繕

政

・幼児用遊具ゾーン補

策

修 ・幼児用遊具ゾーン

部

補修
・林間遊具ゾーン

一

遊具改修 ・有料遊具ゾ

般

ーン舗装補修 ・オアシ

会

ス館空調機修繕
・エス

計

カレーター修繕 　他
　

岩

他

・大型複合遊具や遊

ケ

具ゾーンなどを修繕す

池

ることで、利用者の安

公

全性の確保や利便性の

園

向上を図ることができ

改

た。

成果

・開園から１

修

５年以上経過し老朽化

事

が進むとともに利用者

業

のニーズも多様化して

担

おり、来園者を持続的

当

に確保するために

利用

課

者のニーズにあわせた

公

改修を順次進めていく

園

必要がある。
課題

指標

緑

名称（単位）
実績値 目

地

標値

元年度 ２年度 ３年

課

度 ４年度 ６年度

成果 公

款

園や緑地が充実してい

項

ると思う市民の割合（

目

％） ― 72.3 ― 80

担

.0 80.0
指標
成果

当

来場者数（万人） 81

係

0 531 635 800

工

850
指標

他のハイウ

務

ェイオアシスの来場者

係

数（令和2年度）
他市

8

との ・各務原市　河川

4

環境楽園（285.9

5

万人）
比較検証 ・豊田市　鞍ケ池公園（119.1万人）



4

計 4,531,177

5

 円
積立金 4,531,177 円

財
　
源

特定財源 36,178 5,556 3,660 2,032

一般財源 490 1,460 871 0

職員人件費　② 1,348 1,307 1,325 1,326

総事業費（①＋②） 38,016 8,323 5,856 3,358

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 亀城公園等整備基金積立金利
子

５年度以降の事業費見込 0 公園事業費寄附金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 都市環境

令

基本施策 公園緑地・緑

和

化
施策体系

施策の内容

３

公園の整備・改善

目
　

年

　
　
的

　亀城公園の再

度

整備を行うとともに、

評

歴史博

主
た
る
内
容

　亀

価

城公園等整備基金に寄

）

附金等を編入する｡
物

刈

館の建設及びその周辺

谷

施設を整備し、自然
に

市

親しみながら刈谷市の

事

歴史に触れることが
で

務

きる魅力ある場所に整

事

備するために積み立
て

業

を行う。

位
置
づ
け

関連

評

計画  

根拠法令 刈谷市

価

亀城公園等整備基金条

シ

例

対象者 市民 事業期間

ー

平成２１年度 ～

実施方

ト

法 ■直営　□委託　□

（

指定管理　□補助・助

様

成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　

部

事
　
業
　
実
　
績

元年度

都

実績 ２年度実績 ３年度

市

実績 ４年度計画

・寄附

政

金　　 33,976

策

,165円 ・寄附金　

部

　  4,240,2

一

34円 ・寄附金　　 

般

 2,704,695

会

円 寄附金と運用収入を

計

基金に組
・運用収入　

亀

  2,691,69

城

3円 ・運用収入　  

公

2,776,133円

園

・運用収入　  1,

等

826,482円 み入

整

れる。

・寄附金等を亀

備

城公園等整備基金に繰

基

り入れた。

成果
・令和

金

4年3月末積立額　1

積

,671,262,6

立

22円

 

課題

指標名称

事

（単位）
実績値 目標値

業

元年度 ２年度 ３年度 ４

担

年度 ６年度

 
指標

 
指

当

標
 

他市との
比較検証

課 公園緑地課

款 項 目

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

担

　
ト

単位：千円
元年度

当

２年度 ３年度 ４年度 ３

係

年度

（決算） （決算）

業

（決算） （予算） 事業

務

費内訳

事業費　① 36

係

,668 7,016 4

8

,531 2,032 合



標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

成果 身近な場所で、花や木など緑を育てている市民の割 ― 61.6 ― 80.0 80.0
指標 合(％)

 
指標

・岡崎市では、空地（駐車場）緑化2件、壁面緑化1件に対して補助実績あり。（令和２年度）
他市との ・安城市では、生垣設置2件に対して補助実績あり。（令和２年度）
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,591 1,450 1,566 2,600 合計 1,566,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 1,591 1,450 1,566 2,600 交付金 1,566,000 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 1,348 1,307 1,325 1,326

総事業費（①＋②） 2,939 2,757 2,891 3,926

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 都市緑化基金助成金
都市緑化基金積立金利子

５年度以降の事業費見込 0 緑化推進基金繰入金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 都市環境

基本施策

令

公園緑地・緑化
施策体

和

系
施策の内容 緑化の推

３

進

目
　
　
　
的

　緑化推

年

進基金の運用益を利用

度

して、民有地

主
た
る
内

評

容

　民有地で行う生垣

価

設置及び屋上、壁面緑

）

化
緑化の補助を行い、

刈

民有地の緑化を推進す

谷

る に対しての補助並び

市

に指定樹木等への補助

事

を
。 行う。

位
置
づ
け

関

務

連計画 第2次緑の基本

事

計画

根拠法令 刈谷市緑

業

化推進補助金交付要綱

評

、刈谷市樹木等保存要

価

綱

対象者 市民、事業者

シ

事業期間 平成２１年度

ー

～

実施方法 ■直営　□

ト

委託　□指定管理　■

（

補助・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

部

績

元年度実績 ２年度実

都

績 ３年度実績 ４年度計

市

画

・生垣設置　　　　

政

　  2件 ・生垣設置

策

　　　　　  1件 ・

部

生垣設置　　　　　 

一

 2件 ・生垣設置　　

般

　　　  4件
・屋上

会

緑化　　　　　　0件

計

・屋上緑化　　　　　

民

　0件 ・屋上緑化　　

有

　　　　0件 ・屋上緑

地

化　　　　　　1件
・

緑

壁面緑化　　　　　 

化

 1件 ・壁面緑化　　

推

　　　  0件 ・壁面

進

緑化　　　　　  0

事

件 ・壁面緑化　　　　

業

　  1件
・指定樹木

担

　　　  1,155

当

本 ・指定樹木　　　 

課

 1,154本 ・指定

公

樹木　　　  1,1

園

42本 ・指定樹木　　

緑

　  1,250本
・

地

指定樹林　     

課

54,800㎡ ・指定

款

樹林　     54

項

,800㎡ ・指定樹林

目

　     54,8

担

00㎡ ・指定樹林　 

当

    60,000

係

㎡

・指定樹木、指定樹

業

林を保存することがで

務

き、緑化の推進に一定

係

の成果があった。

成果

8

・補助制度の周知を図

4

るとともに、より効果

6

を発揮させるには、制度の検討を実施していく必要がある。

課題

指



,000 円

財
　
源

特定財源 314 203 151 74

一般財源 975 1,282 1,364 1,650

職員人件費　② 1,155 933 1,173 1,326

総事業費（①＋②） 2,444 2,418 2,688 3,050

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 松くい虫防除事業費補助金(
県)

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 都市環境

基本施策 公

令

園緑地・緑化
施策体系

和

施策の内容 自然環境の

３

保全と再生

目
　
　
　
的

年

　昭和５７年度より公

度

益重要林（県指定）を

評

主
た
る
内
容

　県の松く

価

い虫防除事業費補助金

）

を活用し、
設定し、冬

刈

期に薬剤の樹幹注入を

谷

行い、松く 刈谷市北部

市

樹林地の松くい虫の防

事

除を行う。
い虫による

務

被害の防止を図る。

位

事

置
づ
け

関連計画 第2次

業

緑の基本計画

根拠法令

評

森林病害虫等防除法

対

価

象者 市民 事業期間 昭和

シ

５２年度 ～

実施方法 ■

ー

直営　■委託　□指定

ト

管理　■補助・助成　

（

□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　

当

業
　
実
　
績

元年度実績

部

２年度実績 ３年度実績

都

４年度計画

・樹幹注入

市

　 ・樹幹注入　 ・樹幹

政

注入　 ・樹幹注入　
　

策

アンプル数　250本

部

　アンプル数　280

一

本 　アンプル数　31

般

8本 　アンプル数　3

会

20本

・健全な松への

計

薬剤注入を行い、被害

松

拡大の防止に繋がった

く

。

成果

・薬剤の効果を

い

持続させるには、定期

虫

的な薬剤注入が必要で

防

ある。

課題

指標名称（

除

単位）
実績値 目標値

元

事

年度 ２年度 ３年度 ４年

業

度 ６年度

成果 緑や自然

担

を身近に感じることが

当

できると思う市民の ―

課

67.3 ― 70.0 7

公

0.0
指標 割合（％）

園

 
指標

他市との
比較検

緑

証

地課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

管

ス
　
ト

単位：千円
元年

理

度 ２年度 ３年度 ４年度

係

３年度

（決算） （決算

8

） （決算） （予算） 事

4

業費内訳

事業費　① 1

6

,289 1,485 1,515 1,724 合計 1,515,000 円
委託料 1,515



員人件費　② 1,348 1,307 1,325 1,326

総事業費（①＋②） 1,348 1,307 1,325 1,327

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市環境

基本施

令

策 公園緑地・緑化
施策

和

体系
施策の内容 緑化の

３

推進

目
　
　
　
的

　刈谷

年

市緑化推進基金条例に

度

基づき、余剰金

主
た
る

評

内
容

　緑化推進基金に

価

余剰金等を編入し、そ

）

の運
等を緑化推進基金

刈

に繰り入れ、市内の緑

谷

化を 用益により、各種

市

緑化事業を推進する。

事

図る。

位
置
づ
け

関連計

務

画  

根拠法令 刈谷市緑

事

化推進基金条例第5条

業

対象者 市民 事業期間 平

評

成１９年度 ～

実施方法

価

■直営　□委託　□指

シ

定管理　□補助・助成

ー

　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事

名

　
業
　
実
　
績

元年度実

担

績 ２年度実績 ３年度実

当

績 ４年度計画

　運用収

部

入及び基金の取崩し 　

都

運用収入及び基金の取

市

崩し 　運用収入及び基

政

金の取崩し 　運用収入

策

及び基金の取崩し
86

部

2,620円を事業費

一

に充てた。533,5

般

57円を事業費に充て

会

た。523,485円

計

を事業費に充てた。を

緑

事業費に充てる。

・基

化

金を民有地緑化推進事

推

業等に充て、市内の緑

進

化に努めている。

成果

基

・基金運用収入に加え

金

、基金を取崩して事業

積

費に充てており、この

立

ままの状態が続けば、

事

事業費の見直しを検討

業

する必要

がある。
課題

担

指標名称（単位）
実績

当

値 目標値

元年度 ２年度

課

３年度 ４年度 ６年度

指

公

標
 

指標
 

他市との
比

園

較検証

緑地課

款 項 目 担当

Ｃ
　
事
　
業
　

係

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

業

元年度 ２年度 ３年度 ４

務

年度 ３年度

（決算） （

係

決算） （決算） （予算

8

） 事業費内訳

事業費　

4

① 0 0 0 1 合計 0 円

6

財
　
源

特定財源 0 0 0 1

一般財源 0 0 0 0

職



Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 福祉安全

基本

令

施策 防災
施策体系

施策

和

の内容 災害に強いまち

３

づくり

目
　
　
　
的

児童

年

福祉施設（児童遊園）

度

の災害復旧を行う

主
た

評

る
内
容

児童福祉施設(

価

児童遊園)の災害復旧

）

工事を行
。 う。

位
置
づ

刈

け

関連計画  

根拠法令

谷

 

対象者 市民 事業期間

市

～

実施方法 ■直営　■

事

委託　□指定管理　□

務

補助・助成　□その他

事業評価シート （様

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

式

績

元年度実績 ２年度実

１

績 ３年度実績 ４年度計

）

画

　 　 　 　
　 　 　 　
　

会

　 　 　
　 　 　 　
　　　

計

――――――― 　　　

名

――――――― 　　　

担

――――――― 　　　

当

―――――――

実績な

部

し

成果

実績なし

課題

指

都

標名称（単位）
実績値

市

目標値

元年度 ２年度 ３

政

年度 ４年度 ６年度

 
指

策

標
 

指標
 

他市との
比

部

較検証

一般会計
民生施設

Ｃ
　
事
　
業
　

災

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

害

元年度 ２年度 ３年度 ４

復

年度 ３年度

（決算） （

旧

決算） （決算） （予算

事

） 事業費内訳

事業費　

業

① 0 0 0 2,000 合

担

計 0 円

財
　
源

特定財

当

源 0 0 0 0

一般財源 0

課

0 0 2,000

職員人

公

件費　② 0 0 0 0

総事

園

業費（①＋②） 0 0 0

緑

2,000

建
設
事
業

全

地

体事業費（単位：千円

課

） 0 ３年度特定財源名

款

称

３年度までの累積事

項

業費 0

５年度以降の事

目

業費見込 0

担当係 管理係

11 1 1



3 3

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 福祉安全

令

基本施策 防災
施策体系

和

施策の内容 災害に強い

３

まちづくり

目
　
　
　
的

年

都市計画施設（公園及

度

び街路樹）の災害復旧

評

主
た
る
内
容

都市計画施

価

設（公園及び街路樹）

）

の災害復旧
を行う。 工

刈

事を行う。

位
置
づ
け

関

谷

連計画  

根拠法令  

対

市

象者 市民 事業期間 ～

実

事

施方法 ■直営　■委託

務

　□指定管理　□補助

事

・助成　□その他

業評価シート （様式

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

元

１

年度実績 ２年度実績 ３

）

年度実績 ４年度計画

　

会

　 　 　
　 　 　 　
　 　 　

計

　
　 　 　 　
　　　――

名

――――― 　　　――

担

――――― 　　　――

当

――――― 　　　――

部

―――――

平成21年

都

度は13件の災害復旧

市

工事を行い、復旧完了

政

した。

成果
平成22年

策

度は1件の災害復旧工

部

事を行い、復旧完了し

一

た。

 

課題

指標名称（

般

単位）
実績値 目標値

元

会

年度 ２年度 ３年度 ４年

計

度 ６年度

 
指標

 
指標

都

 
他市との
比較検証

市計画施設災害復旧

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

事

ト

単位：千円
元年度 ２

業

年度 ３年度 ４年度 ３年

担

度

（決算） （決算） （

当

決算） （予算） 事業費

課

内訳

事業費　① 0 0 0

公

5,000 合計 0 円

園

財
　
源

特定財源 0 0 0

緑

0

一般財源 0 0 0 5,

地

000

職員人件費　②

課

0 0 0 0

総事業費（①

款

＋②） 0 0 0 5,00

項

0

建
設
事
業

全体事業費

目

（単位：千円） 0 ３年

担

度特定財源名称

３年度

当

までの累積事業費 0

５

係

年度以降の事業費見込

管

0

理係

11


